
i-都市交流会議2026

見えない浸水リスク
～都市構造可視化で見えた

ハザードマップの課題～

福岡県建築都市部都市計画課
（小郡市から出向中）
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１.はじめに

2

ハザードマップとは

自然災害による減災・防災対策に使用。

浸水想定区域や避難場所・避難経路などの防災関係施設の位置などを表示。

「地震」「火山」「土砂災害」「洪水」「内水」「高潮」「津波」等の種類がある。

住民が適切な避難行動をとれるよう、市区町村がハザードマップを作成・公表。

土地利用の協議では、ハザードマップを用いてハザードの有無等の確認を行っている。

水防法（一部抜粋）
（浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置）
第15条 市町村防災会議は、洪水浸水想定区域の指定、雨水出水浸水想定区域の指定
又は高潮浸水想定区域の指定があったときは、市町村地域防災計画において、少な
くとも当該洪水浸水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域ごとに、
次に掲げる事項について定めるものとする。
二 避難施設その他の避難場所及び避難路その他の避難経路に関する事項

３ 浸水想定区域を含む市町村長は、市町村地域防災計画において定められた第一項各
号に掲げる事項を住民、滞在者その他の者に周知させるため、これらの事項を記載
した印刷物の配布その他の必要な措置を講じなければならない。
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２.現状
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福岡県小郡市のハザードマップ

☞他の河川を考慮したら、浸水想定区域はもっと
広がるのでは？
☞浸水想定区域が広がるとしたらどのくらいの住民
に影響があるのか？
☞浸水想定区域に含まれる避難所もあるのでは？
☞「浸水想定区域に指定されていない区間において
も浸水が発生する場合…」では市民には伝わらな
いのでは？

可視化ツールを使って確認！！
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３-1.検証（浸水想定区域）
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凡例

0～0.5未満
0.5～3.0未満
3.0～5.0未満
5.0～10.0未満

宝満川のみ＝現在のハザードマップ 宝満川＋他の８河川

宝満川１河川 市内外の９河川

浸水想定区域が広がって
いることが分かる。
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３-2.検証（人口分布）
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凡例（人）

1～200
201～400
401～600
601～

浸水想定区域× 人口分布

一定の人口集積がある
ことが分かる。
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３-3.検証（避難施設）
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浸水想定区域 ×  水害対応避難施設

水害対応の避難施設が
浸水想定区域に含まれる

浸水想定区域に含まれる
避難施設はない
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４.結果とまとめ
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［可視化ツールを使ってみて］
○市外河川からの影響等、広域的に見ることができる。
○人口分布や土地利用現況、建築物等と重ね合わせて見
ることができる。
○平面か立体かは、何を見るか（見たいか）によって使

い分けが必要（今回の重ね合わせでは3Dは見づらい）。
●2以上の河川の浸水想定区域が重なる箇所については、
浸水深がより高くなることが想定されるが、程度につ
いては3Dでの可視化でないと分からない。

［結果］
可視化ツールによる確認の結果、以下のことが分かった。
・他の河川を考慮したら、浸水想定区域は広がる。⇒より高い災害リスクを想定して防災計画等を見直す
必要があるのでは。

・一定数の住民に影響がある。⇒住民への周知等の対策が必要なのでは。
・水害対応の避難施設が浸水想定区域に含まれる。⇒水害対応の避難施設から除外すべきなのでは。

［今後の活用検討について］
・都市構造を広域的に見ることができるため、防災・減
災に関する広域連携の検討の際に活用できる。
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福岡県（小郡市 ）

8

都市の紹介

地理的条件や交通利便性
の高さからベッドタウン
として発展してきており、
「七夕伝説」や「かえる
寺」などが有名な街です。
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